
生活科研究（1単位）330412106 福江　厚啓 1 必修 1前期

科目の概要
　この科目では、講義および体験的な活動の演習を通し、生活科の特性・目標・内容等についての 基礎的な理解と認識を身に付ける。また、幼児教育から連なる環境を
通した学び、子どもの文脈に沿った学びの重要性について理解を深める（DP2,3）。これにより、誰も取り残されない豊かな生活科の授業づくりをするうえで必要な感覚
と技能を養う(DP3,5,6)。
　具体的には、2つの体験活動を通じて内なる子ども心を喚起し、それを振り返ることで、学び手と教師の双方の立場に立つことができるようにする(DP3)とともに、自
分と向き合い自分らしさを認め、今後の協働の基盤となる自他の受容を構築する(DP5,6)。また、グループワークや全体での交流を通じて、自他の表現のよさやそれらを
交流することの豊かさを理解し、併せて生活科と、生涯続く「学び」の本質との連続性を実感として理解し、実践できる(DP1,6)ようにする。

学修内容 到達目標

① 学習指導要領に示されている生活科の特性や目標及び
内容等について理解する。
② 授業実践の実際を通して、生活科の学習活動が子ども
にどのような資質・能力を育むのかについて考える。
③ 体験活動における課題への取り組みを通して、自分と
向き合い、自分の思いや願いを表現する。
④ 自分らしさを発揮してグループや仲間と協働的に課題
を解決し、その成果を聞き合う。

① 学習指導要領に示されている生活科の特性や目標及び
内容等について理解している。
② 授業実践の実際を通して、生活科の学習活動が子ども
にどのような資質・能力を育むのかについて考えることが
できる。
③ 体験活動における課題への取り組みを通して、自分と
向き合い、自分の思いや願いを表現することができる。
④ 自分らしさを発揮してグループや仲間と協働的に課題
を解決し、その成果を聞き合うことができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 ・授業内容を自分自身の経験と結びつけて理解しようとし、グループワークで自ら発言することができる。
・体験活動の課題やレポートに主体的・能動的に取り組むことができる。

働きかけ力

実行力 体験活動の課題において、自分の考えや思いを伝えるために粘り強く取り組むことができ
る

考え抜
く力

課題発見力 体験活動の課題やレポートにおいて、自分に必要な情報は何かを考え、収集することがで
きる。

計画力

創造力

体験活動の課題やレポートにおいて、見通しをもって計画的に取り組むことができる。

体験活動の課題において、自分の思いや願いをよりわかりやすく効果的に表現するための
方法を探し、具現化することができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

自分の思いや願い、考えを、グループや全体に対してわかりやすく伝えることができる。

講義、発表やグループワークにおいて真摯に耳を傾け、相手の考えを理解しようとするこ
とができる。

グループワークにおいて、自分と異なる意見や価値感のよさに目を向け、柔軟に受け入れ
ることができる。

授業でのルールおよびマナーを守り、仲間とともに高め合う配慮ができる。

活動における自己開示の経験を通じ、高め合う仲間として胸襟を開くことができるように
なる。

テキスト及び参考文献

テキスト　文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説　生活編」東洋館出版社．2018年
参考文献や資料は適宜紹介、配布する。

他科目との関連、資格との関連

本科目は学科専門科目の教科及び教科の指導法に関する科目である。本科目で生活科の目標や学習内容について理解し
た上で、1年次後期の「生活科教育法」では、具体的な指導法や学習展開を扱う。
関連資格：保育士、幼稚園教諭、小学校教諭

学修上の助言 受講生とのルール

体験活動の課題に対して自分の願いを大事に、計画的に取り組みま
しょう。最初の一歩を踏み出すと意欲が出てきます。必要な材料や
用具は自分で用意してください。2つの体験活動の課題の提出は必須
です。たとえ遅れてでも提出されない場合、この科目の単位は取得
できません。

授業中、携帯やスマートフォンはバッグ等に片付け、マ
ナーモードにするか電源を切っておいてください。
なお、使用可能な活動もありますので、その際には、教員
から説明します。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

①レポート、リフレクション(対話カード）：指導方法や
指導姿勢の意味や価値に言及できていればA、総合的に、
他教科と異なる生活科の教科特性を捉えており優れている
点があればS。
②レポート、リフレクション(対話カード）：子ども、教
師双方の立場について具体例をあげて分かりやすく言及で
きていればA、その中で学習指導要領の趣旨と自分の経験
を関連させるなど顕著に優れている点があればS
③体験活動の課題：2つの課題において、オリジナリティ
があり自分らしさを表現できていればA、さらにその中で
顕著に意欲的である等優れている点があればS。
④グループワークの参加度：他者の意見を傾聴し、常に積
極的に自分の意見を発信し、かつグループ内の意見を集約
できればS、他者の意見を傾聴し、これを踏まえて自分の
意見を発信できればA。

①レポート、リフレクション(対話カード）：指導方法や
指導姿勢に言及できていればB、具体的方法論のみにとど
まる場合はC。
②レポート、リフレクション(対話カード）：子ども、教
師いずれかの立場について具体例をあげて分かりやすく言
及できていればB、抽象的であればC。
③体験活動の課題：2つの課題において、自分らしさを表
現できていればB、提出することができればC。
④グループワークの参加度：自分の意見を言語化できれば
B、自分の意見をもつことができればC。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③

④

小テスト

① ✓

30

・生活科の特性を理解し、学びを簡潔にまとめることができる。その際、自分
の経験と講義内容を結びつけながら、子どもと教師、双方の立場に言及してい
る。

・pisa型学力の評価方法について
知識の獲得（生活科の特性や目標及び内容等の概要の理解・用語の理解）：30%
知識の活用（生活科の授業を構成する知識とそれを踏まえた支援や態度の明確
化）：40%
知識の解決（生活科の特性を踏まえた実践方法の考察と具体的な提案）：30%

② ✓

③ ✓

④

レポート

①

50

・「自然物でじこしょうかい」自然物を用いて自分を表現することができる。
（20％）
・「自分物語」自分の幼少期やこれまでの人生を振り返り、自分らしい表現内
容・方法を選択して 簡潔に表すことができる。（30％）

・pisa型学力の評価方法について
知識の獲得（生活科の特性や目標及び内容等の概要の理解・用語の理解）：30%
知識の活用（生活科の授業を構成する知識とそれを踏まえた支援や態度の明確
化）：40%
知識の解決（生活科の特性を踏まえた実践方法の考察と具体的な提案）：30%

② ✓

③ ✓

④ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

①

20

・毎回の講義の終わりに、疑問や意見、感想等を「対話カード」に書き、提出
する。その際、事実内容と考察・感想を区別して表現し、8割以上書くことがで
きている。

・pisa型学力の評価方法について
知識の獲得（生活科の特性や目標及び内容等の概要の理解・用語の理解）：30%
知識の活用（生活科の授業を構成する知識とそれを踏まえた支援や態度の明確
化）：40%
知識の解決（生活科の特性を踏まえた実践方法の考察と具体的な提案）：30%

②

③ ✓

④ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



①レポート、リフレクション(対話カード）：指導方法や
指導姿勢に言及できていればB、具体的方法論のみにとど
まる場合はC。
②レポート、リフレクション(対話カード）：子ども、教
師いずれかの立場について具体例をあげて分かりやすく言
及できていればB、抽象的であればC。
③体験活動の課題：2つの課題において、自分らしさを表
現できていればB、提出することができればC。
④グループワークの参加度：自分の意見を言語化できれば
B、自分の意見をもつことができればC。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

・オリエンテーション
を通し、この科目の進
め方や成績評価等につ
いて理解する。
・自分の受けた生活科
の授業や低学年の頃の
できごとを思い出し、
グループ・全体で聞き
合い共有する。

講義・質疑応答
グループワーク

・グループワークを通
し、自他の経験した生
活科の内容を共有する
ことができる。
・生活科の内容につい
て思い出したり、その
理由を考えたりするこ
とができる。

（予習）自分が受けてきた生
活科の授業を思い起こし、ど
のような授業で、どのような
活動を行ったか共有できるよ
うにしておく。
（復習）授業の内容から、生
活科がどのような教科である
かについて考え、まとめる。
・自分の身の回りの春に目を
向け、レポートを作成する。

45

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
傾聴力
規律性

2

「生活科って何だろ
う？」
・前回の振り返りと生
活科の教科書分析か
ら、生活科の意義と特
色について考える。

講義・質疑応答
グループワーク

生活科の教科目標の趣
旨、内容構成のポイン
トを教科書の表現や構
成から読み取ることが
できる。

（予習）テキストを読
んでおく。
（復習）生活科の教科
目標の趣旨、内容構成
のポイントをまとめ
る。

45

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

3

「生活科における学び
とは」
・子どもの文脈と遊
び・暮らしについて、
事例を通して考える。

講義・質疑応答
グループワーク

・個に応じることと学
級集団で学び合うこと
について、教師の立場
に立ち、子どもの文脈
や暮らしと結びつけて
方法を考えようとして
いる。

（予習）テキストを読
んでおく。
（復習）授業で学んだ
ことをふまえ、自分の
考えをまとめる。 45

主体性
課題発
見力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

体験編「初夏のがっこ
う・まちたんけん」①
・季節見つけから広が
る学びの可能性につい
て、活動を通して考え
る。

フィールドワーク
講義・質疑応答

・活動を通して活動・
学習の意欲が生まれて
くることを実感的に理
解している。
・次回の活動に見通し
をもっている。

（予習）テキストを読
んでおく。
（復習）授業で学んだ
ことをふまえ、自分の
考えをまとめる。 45

主体性
実行力
課題発
見力
柔軟性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ力

5

体験編「初夏のがっこ
う・まちたんけん」②
・繰り返し活動するこ
との意義を考える。

フィールドワーク
講義・質疑応答

・繰り返し活動すること
で、思いや願いが明確に
なり次の活動につながっ
ていくことを体験を通し
て理解している。
・「見通し」のよさとと
もに、そのデメリットに
ついても考えることがで
きる。

（予習）テキストを読
んでおく。
（復習）授業で学んだ
ことをふまえ、自分の
考えをまとめる。 45

主体性
実行力
課題発
見力
柔軟性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ力

6

体験編「初夏のがっこ
う・まちたんけん」③
・自然素材を使ってじこ
しょうかいを作ろう。
・内容（6）「自然やもの
を使った遊び」のうち、
自然を使った遊びのねら
いと内容について理解す
る。

フィールドワーク
質疑応答

・自分の思いや願いに
応じた自然素材を用い
て表現できる。
・自分と向き合い、自
分らしさを表現しよう
としている。

（予習）前回までの経
験を想起し、自己紹介
に使えそうな自然物が
どこにあるか考えてお
く。
（復習）次回までに
「自然素材でじこしょ
うかい」作品を作成し
完成しておく。

45

主体性
実行力
課題発見
力
計画力
創造力
発信力
柔軟性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ力

7

体験編「初夏のがっこ
う・まちたんけん」④
・自然素材を使ったじ
こしょうかいで交流す
る。
・他者のよさを見つけ
たり、自分の表現力の
よさを感じたりする。

発表・聞き合い ・「自然素材でじこ
しょうかい」を発表す
ることができる。
・他者のよさを見つけ
たり、自分の表現力の
よさを感じたりするこ
とができる。

（予習）「自然素材で
じこしょうかい」作品
を完成し発表できるよ
うにしておく。
（復習）活動を通して
味わった感情を振り返
り、言語化しまとめて
おく。

45

主体性
実行力
発信力
傾聴力
柔軟性
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

生活科の実践から①
・内容(9)「自分の成長」
のねらいと内容について
理解する。
・授業の実践例を通し
て、子どもの学びについ
て分析する。
・「自分物語」の作成に
ついて見通しを立てる。

講義・質疑応答・演習 ・生活科の授業におけ
る「振り返り」の意義
について理解してい
る。

（予習）テキストを読ん
でおく。
（復習）授業で学んだこ
とをふまえ、自分の考え
をまとめる。また、次回
授業までに「自分物語」
の内容や表現・作成方法
といった構想を考え、材
料を準備する。

45

主体性
実行力
課題発見
力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

体験編「自分物語を創
ろう」①
・自分自身を見つめ、
物語を作成する。

演習・質疑応答 ・自分の人生を踏ま
え、自分らしい方法で
「自分物語」を作成し
ようとしている。

（予習）「自分物語」の内
容や表現・作成方法といっ
た構想を考え、材料を準備
しておく。
（復習）発表の第14回目授
業までに「自分物語」を作
成しておく。必要に応じ、
自宅で資料収集をしたり家
族を取材したりする。

45

主体性
実行力
課題発見
力
計画力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
規律性

10

生活科の実践から②
・スタートカリキュラ
ムと保幼小連携の実際
について理解する。
・授業の実践例を通し
て、子どもの学びにつ
いて分析する。

講義・質疑応答
グループワーク

・実際の事例から、スター
トカリキュラムの意義を読
み取ることができる。
・実践の分析を通して、そ
の学習活動が子どものどの
ような資質・能力を育成し
てるのかについて自分の考
えをもつことができる。

（予習）テキストを読
んでおく。
（復習）授業で学んだ
ことをふまえ、自分の
考えをノートにまとめ
る。

45

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力
柔軟性
規律性

11

・内容(1)「学校と生
活」のねらいと内容に
ついて理解する。
・授業の実践例を通し
て、子どもの学びにつ
いて分析する。

講義・質疑応答
グループワーク

・内容（1)のねらいと内容
のポイントをテキストから
読み取ることができる。
・授業実践の分析を通し
て、その学習活動が子ども
のどのような資質・能力を
育成してるのかについて自
分の考えをもつことができ
る。

（予習）テキストを読
んでおく。
（復習）授業で学んだ
ことをふまえ、自分の
考えをノートにまとめ
る。

45

主体性
課題発
見力
計画力
創造力
傾聴力
柔軟性
規律性

12

・内容(3)「地域と生
活」内容(4)「公共物
や公共施設の利用」の
ねらいと内容について
理解する。
・授業実践の動画を視
聴し、子どもの学びに
ついて分析する。

講義・質疑応答
グループワーク

・内容（3)および(4)のね
らいと内容のポイントをテ
キストから読み取ることが
できる。
・授業実践の分析を通し
て、その学習活動が子ども
のどのような資質・能力を
育成してるのかについて自
分の考えをもつことができ
る。

（予習）テキストを読
んでおく。
（復習）授業で学んだ
ことをふまえ、自分の
考えをノートにまとめ
る。

45

主体性
課題発
見力
計画力
創造力
傾聴力
柔軟性
規律性

13

・内容（7）「動植物
の飼育・栽培」のう
ち、飼育に関するねら
いと内容について理解
する。
・授業実践の動画を視
聴し、子どもの学びに
ついて分析する。

講義・質疑応答
グループワーク

・動物の飼育に関するねら
いと内容のポイントをテキ
ストから読み取ることがで
きる。
・授業実践の分析を通し
て、その学習活動が子ども
のどのような資質・能力を
育成してるのかについて自
分の考えをもつことができ
る。

（予習）テキストを読
んでおく。
（復習）授業で学んだ
ことをふまえ、自分の
考えをノートにまとめ
る。

45

主体性
課題発
見力
計画力
創造力
傾聴力
柔軟性
規律性

14

体験編「自分物語を創ろ
う」②
・「自分物語」を見合
い、互いの表現内容や方
法のよさ、自分や仲間の
よさを感じる。
・内容(8)「生活や出来事
の伝え合い」のねらいと
内容について理解する。

発表・聞き合い ・「自分物語」を発表す
ることができる。
・他者の表現内容や方法
のよさを見つけたり、自
分や仲間のよさを感じた
りすることができる。
・内容(8）のねらいと内
容のポイントを読み取る
ことができる。

（予習）「自分物語」
を完成させるととも
に、発表できるように
準備をする。
（復習）自分や仲間の
よさについて振り返
り、言語化してまとめ
ておく。

45

主体性
働きかけ
力
実行力
創造力
発信力
傾聴力
柔軟性
ｽﾄﾚｽｺﾝﾄ
ﾛｰﾙ力

15

・科目の学修全体を振
り返り、生活科の学習
活動が子どもにどのよ
うな資質・能力を身に
付けるのか、その際教
師はどうあるべきかに
ついて考える。

グループワーク
聞き合い

・生活科の学習活動が
子どもにどのような資
質・能力を身に付ける
のか、その際教師はど
うあるべきかについ
て、具体例をあげ、最
終レポートで述べるこ
とができる。

（予習）これまでの
ノートを見返してお
く。
（復習）最終レポート
を作成する。 45

主体性
課題発
見力
計画力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力


